











































































































































大逆事件後､平出修(『スバル』の実質的発行者)は､鴎外を盟主とする『スバル』､ 『三田文学』 (慶大)､ 『新思






































































































己｣を重視するオイケンのDer Sinn und Wert des Lebens.1911 (邦訳は三並良『人生の意義と価イ削)をふま
えて､本能の充足を求めて秩序打破を叫ぶ自然主義を批判している｡鴎外がめざす､本能を克服する高
い理想主義的精神に基づく利他的な生は､次作｢鎚-下｣で提示される｡
第四章｢冬の時代｣の終蔦と｢鎚一下｣
秀麿物の最終作｢鎚-下｣ (一九二三･七)は､大理石を採掘しながら更生事業に挺身するキリスト者H
君(本間俊平)に対する感動を措いている｡通説では鴎外の無力感や挫折感を読み取るが､憲政擁護運動
により桂内閣(第三次)がわずか五〇日で倒れ､思想の｢冬の時代｣から大正デモクラシーへ激変する状況
の中で理解すべきであろう｡美濃部達吉(東大教授､天皇機関説)を攻撃した保守派の上杉慎吾(東大教授､憲
とうか
法)は､国体擁護を叫んで桐花学会を組織するが､それは『太陽』などで危険な｢旧思想｣と評された｡ ｢旧
思想を強ひようとするのは駄目です｣というH君の発言はそれをふまえており､ M君(私費を投じて地方産
業を育成した前田正名)と併せて真の献身と連帯を提示したのである｡それは歴史小説における献身の問
題に発展するので､通説のように秀麿物と歴史小説とが断絶している訳ではない｡
終章　鴎外研究のために
鴎外をニヒリスト(高橋義孝)､古いモラルの持主(唐木順三)､支配階級の擁護者(中野重治)などと見る評
論が戦後の鴎外研究を呪縛してきた｡中でも鴎外を日本人民の敵と見なす中野重治の影響は大きく､そ
れを近代文学研究の権威､三好行雄(東大教授)が踏襲したために鴎外の真実が発見できなかったのでは
ないか｡戟後の鴎外研究には検証と批判が欠けていたと指摘した｡最後に本研究が岡崎義恵(東北大学国
文学科初代教授)以来の鴎外研究の土壌に根ざしつつ､東京大学における内地研究で結実した過程につい
て述べた｡
論文審査結果の要旨
本論文は､鴎外文学と主として明治末期の社会問題との関連を､新聞･雑誌･図書等の多くの資料を
博捜､駆使することによって､当時の政治的､社会的､思想的状況を把握しつつ､明らかにしたものである｡
第-部｢鴎外とその時代一二つの遺言の真意-｣では､鴎外の遺言に､官僚鴎外の不平･怨念･物欲し
さ等を見る唐木順三･中野真治･高橋義孝等に対して､学芸の世界における文化的理想の実現を目指し､
新しい日本の文化を育てる先導的啓蒙家として生きる道を選び､世俗的な悔いを残すことがなかったそ
の死に際しての思いが､官僚(公人)として死ぬことを拒み､個人(私人)として死ぬことを主張した遺書
に示されたものであることを明らかにし､鴎外の精神的基底を究明している｡
第二部｢鴎外と明治末期の文壇一後進育成と言論の自由擁護-｣では､大逆事件後の過剰な言論弾圧に
＼
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対する鴎外の抗議について､観潮楼歌会を主宰し､ 『スバル』 『三田文学』などを支援しつつ､海外の新し
い文学や思想に関心を示す啄木･茂吉･白秋･杢太郎ら若手を啓蒙･育成しようとする鴎外が､その若
手を含む文壇を守るために行ったものであったことを明らかにする｡
第三部｢大逆事件後の反動との闘い｣では､大逆事件後､権力側がジャーナリズムで無政府主義､自然
主義､女性解放などの脅威を誇張したのに対して､鴎外の解説が､きわめて理性的に正論を提示してい
るものであり､そこに(闘う啓蒙家)鴎外の姿がおのずから立ち現れていること､またそのような鴎外の
態度が小堀桂一郎らのいう傍観的なものでは決してなかったことを解明している｡
第四部｢天皇制の再編強化との闘い｣では､大逆事件後に南北朝正閏問題や三教会同等を通して天皇制
の強化を図る権力側と｢かのやうに｣などの連作で言論思想の自由を擁護しようとする鴎外との思想闘
争の構図､反動と闘いながら理想主義的な生き方を模索する鴎外像を浮き彫りにしている｡
従来の鴎外研究は､鴎外をニヒリストと見る高橋義孝説､古いモラルの持ち主と見る唐木順三説､支
配階級の擁護者と見なす中野重治説等の評論に示された見方に呪縛され､その強い影響下にあった｡そ
れに対して論者は､以上述べてきたように､そのような見方に修正を迫り､分裂した鴎外像を統合し､ド
イツ留学で学んだ｢自由と美との認識｣を支えとして､権力に抵抗し､学問芸術･言論思想の自由を守り､
文化的理想を実現することを目ざした､(闘う啓蒙家)としてすえなおした｡
鴎外の思想的･文学的実像を当時の新聞雑誌･図書等の多くの資料によって究明した本論文の成果
は､鴎外研究の流れを変え､以後の研究の指針となるものであり､斯学の発展に寄与するところきわめ
て大である｡
よって､本論文の捷出者は､博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる｡
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